
 

「（次期）北九州市障害者支援計画」について 

 

１ 計画の性格・法的位置づけ 

（１）３つの法定計画 

「市町村障害者計画」、「市町村障害福祉計画」及び「市町村障害児福祉計画」を包含

する計画。本市における障害福祉施策に関する計画 

  

 ①北九州市障害者計画 

  障害者基本法第１１条第３項に基づく、市町村における「障害者のための施策に関す

る基本的な計画」 

  

②北九州市障害福祉計画 

  障害者総合支援法第８８条第１項及び第６項に基づく、市町村における「障害福祉サ

ービスの提供体制の確保等に関する計画」 

  

③北九州市障害児福祉計画 

  児童福祉法第３３条の２０に基づく、市町村における「障害児通所支援及び障害児相

談支援の提供体制の確保等に関する計画」 
 

 

（２）基本計画での位置づけ 

市の基本構想・基本計画に基づく障害福祉分野の計画 

 

 

６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

（次期）北九州市障害者支援計画（➀＋②＋③） 

○ 「①市町村障害者計画」と「②市町村障害福祉計画」及び 

「③市町村障害児福祉計画」を包含 

 

 

② 北九州市 障害福祉計画 

○ 第７期 令和６年度～令和８年度 

○ 障害者総合支援法に基づく障害福

祉サービス、相談支援、地域生活

支援事業の提供体制等を規定 

③ 北九州市 障害児福祉計画 

○ 第３期 令和６年度～令和８年度 

○ 児童福祉法に基づく障害児の支援

の提供体制等を規定 

➀ 北九州市 障害者計画 

○ 計画期間：令和６年度～令和１１年度 

○ 本市の将来の障害者施策を推進するための基本計画と位置づけ、

障害福祉全般（福祉サービス、防災対策、雇用、社会参加等）に

ついて幅広い分野の事項を規定 

連 携 

※国において、「障害福祉計

画」と「障害児福祉計画」の

計画期間については、これま

でどおり３年を基本としつつ

柔軟な期間設定が可能とされ

た。ただし、国が改訂した新

しい指針と乖離が生じた場合

等は計画期間中であっても見

直しが必要となる。 
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 【基本理念】  【横断的視点】  【基本目標】   【 分 野 】 
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    １．生活の支援 
（障害福祉サービスの充実） 

    
    
  

 
 

○ 

計
画
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
の
推
進 

 
 

 

○ 

障
害
特
性
等
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援
（
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
的
な
支
援
） 

 
 

 

○ 

当
事
者
本
位
の
総
合
的
な
支
援
（
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
）  

 基本目標Ⅰ 

安 心 し て 暮 ら

す た め の 支 援

体制の整備 

      
    
    
    ２．保健・医療の推進 

    

   ３．地域包括ケアシステムの構築 
（地域生活支援、相談体制の充実） 

   
   
    
    
        

    
４．教育の振興 

（インクルーシブ教育システムの推進） 

    
    
 基本目標Ⅱ 

豊かな社会生活

と自立の支援 

     
   
   

   

５．就労の支援、雇用の促進 

及び経済的支援の推進 

   
   

    

    

    ６．芸術文化活動・ 

スポーツ等の振興 
    
    
     
     
     
     

     ７．生活環境の整備 
（障害のある人に配慮したまちづくり）

     
     
          
     
     

  基本目標Ⅲ 

人 権 の 尊 重 と 

共生社会の実現 

  ８．情報アクセシビリティの向上 
（意思疎通支援の充実） 

    
    
        

    ９．安全・安心の実現 
（防災・防犯、消費者保護） 

 

    
    
    
    

    10．差別の解消、権利擁護の 

推進及び虐待の防止 
    
    
    
    

      11．広報・啓発の推進 
（障害のある人に対する理解の促進） 
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【基本理念】 

基本目標Ⅰ（現行 Ⅲ） 
人権の尊重と共生社会の実現  
【分野１】（現行 １０・１１） 

差別の解消、権利擁護の推進と障
害のある人に対する理解の促進及
び虐待の防止  
【分野２】（現行 ８） 

情報アクセシビリティの向上 
（意思疎通支援の充実）  

【分野３】（現行 ７）  
生活環境の整備 
（障害のある人に配慮したまちづくり）  

【分野４】（現行 ９） 
安全・安心の実現 
（防災・防犯、消費者保護） 

基本目標Ⅰ 
安心して暮ら

すための支援

体制の整備 

基本目標Ⅱ 
豊かな社会生活

と自立の支援 

【次期計画（案）】 計画期間：令和６年度～令和１１年度 

基本目標Ⅲ 
人権の尊重と

共生社会の実現 

【社会情勢 

の変化】 
【横断的視点】 【基本目標】と【分野】 

基本目標Ⅱ（現行 Ⅰ） 
安心して暮らすための支援体制の
整備  
【分野５】（現行 １・３） 

自立した生活の支援や意思決定
支援の推進（地域包括ケアシステム
の構築）  
【分野６】（現行 ２） 

保健・医療の推進 

「北九州市障害者計画」の体系や施策分野の見直し 

基本目標Ⅲ（現行 Ⅱ） 
豊かな社会生活と自立の支援  
【分野７】（現行 ４） 

教育の振興（インクルーシブ教育
システムの推進  
【分野８】（現行 ５） 

就労の支援、雇用の促進及び経済
的支援の推進  
【分野９】（現行 ６） 
 芸術文化活動・スポーツ等の振興 

※赤字は現行計画からの変更箇所で、 

現行計画と次期計画の対応する分を同色で色分け。 

令和５年１０月２３日   資料２ 

 

 

【分野５】 
・意思決定支援の推進 
・障害福祉サービスの質の向上等 
・地域移行支援・地域生活支
援の充実 

・相談支援体制の充実 
 
【分野６】 
・精神保健・医療の適切な提供等 
・保健・医療の充実等 

【分野７】 
・インクルーシブ教育システ
ムの推進 

・就学前から学齢期・卒業後
までの切れ目のない支援 

 
【分野８】 
・総合的な就労支援 
・障害者雇用の促進 
・障害特性に応じた就労支援 
・福祉的就労の底上げ 
 
【分野９】 
・芸術文化活動、余暇・レク
リエーション活動の充実に
向けた社会環境の整備 

・スポーツに親しめる社会環
境の整備 

【現行計画】 計画期間：平成３０年度～令和５年度 
【分野１】 
・障害を理由とする差別の解
消の推進 

・権利擁護の推進、虐待の防止 
・広報・啓発活動の推進 
・障害及び障害のある人に対
する理解の促進 

 
【分野２】 
・障害のある人に配慮した情
報提供の充実等 

・意思疎通支援の充実 
・行政情報のアクセシビリテ
ィの向上 

 
【分野３】 
・移動しやすい環境の整備等 
・アクセシビリティに配慮し
た施設等の普及促進 

・障害のある人に配慮したま
ちづくりの総合的な推進 

 
【分野４】 
・防災、防犯対策の推進 
・消費者トラブルの防止及び
被害からの保護 

【施策の方向性】（主なもの） 

１ 

感
染
症
拡
大
時
や
地
震
・
台
風
等
の
災
害
発
生
時
な
ど
の
非
常
時
と
そ
の
対
応 

 
 

２ 

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
） 

３ 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
啓
発
等
の
継
続 

１ 

地
域
共
生
社
会
の
実
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に
向
け
た
取
組
み
の
推
進 
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当
事
者
本
位
の
総
合
的
か
つ
分
野
横
断
的
な
支
援
（
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
） 
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障
害
特
性
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配
慮
し
た
き
め
細
か
い
支
援
（
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
的
な
支
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４ 

障
害
の
あ
る
子
ど
も
、
高
齢
者
及
び
複
合
的
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
人
に
配
慮
し
た
取
組
み
の
推
進 

５ 

計
画
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
の
推
進 

１．生活の支援 
（障害福祉サービスの充実） 

２．保健・医療の推進 

３．地域包括ケアシステムの構築 
（地域生活支援、相談体制の充実） 

４．教育の振興 
（インクルーシブ教育システムの推進） 

５．就労の支援、雇用の促進 
  及び経済的支援の推進 

６．芸術文化活動・ 
   スポーツ等の振興 

７．生活環境の整備 
（障害のある人に配慮したまちづくり） 

８．情報アクセシビリティの向上 
（意思疎通支援の充実） 

９．安全・安心の実現 
（防災・防犯、消費者保護） 

１０．差別の解消、権利擁護の 
   推進及び虐待の防止 
１１．広報・啓発の推進 
（障害のある人に対する理解の促進） 
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の
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と
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（次期）北九州市障害者計画　基本的な施策一覧 資料３

番号 所管課
（次期）北九州市障害者計画（案）

（令和６年度～１０年度）
内閣府第５次障害者基本計画

（令和５年度～９年度）

分野 ２．保健・医療の推進 ６．保健・医療の推進

基本的な
考え方

　障害のある人が身近な地域において、保健・医療サービ
ス、医学的リハビリテーション等を受けることができるよ
う、提供体制の充実を図ります。
　特に、医療的ケアを必要とする障害のある人や、難病患
者に関する施策を推進します。
　また、精神障害のある人が地域の一員として安心して自
分らしい暮らしをすることができるよう、精神障害のある
人への医療の提供・支援を可能な限り地域において行いま
す。
　加えて、入院中の精神障害のある人の早期退院及び地域
移行を推進し、いわゆる社会的入院の解消を進め、地域へ
の円滑な移行・定着が進むよう切れ目のない退院後の支援
に関する取組みを行います。

　精神障害者が地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよ
う、精神障害者への医療の提供・支援を可能な限り地域において行う。また、入院
中の精神障害者の早期退院及び地域移行を推進し、いわゆる社会的入院の解消
を進める。また、精神障害者の地域への円滑な移行・定着が進むよう、切れ目のな
い退院後の支援に関する取組を行う。
　障害者が身近な地域で必要な医療やリハビリテーションを受けられるよう、地域
医療体制等の充実を図る。
　また、優れた基礎研究の成果による革新的な医薬品等の開発を促進するととも
に、最新の知見や技術を活用し、疾病等の病因・病態の解明、予防、治療等に関す
る研究開発を推進する。さらに、質の高い医療サービスに対するニーズに応えるた
め、ＡＩやＩＣＴ、ロボット技術の活用等による革新的な医療機器の開発を推進する。
　あわせて、保健・医療人材の育成・確保や、難病に関する保健・医療施策、障害の
原因となる疾病等の予防・治療に関する施策を着実に進める。〔６：基本的考え方〕

施策の方向性 （４） 難病に関する保健・医療施策の推進

難病相談
支援セン
ター

子育て支
援課

（現行）北九州市障害者計画
（平成３０年度～令和５年度）

　障害のある人が身近な地域において、保健・医療サービス、医学的リ
ハビリテーション等を受けることができるよう、提供体制の充実を図り
ます。
　特に、医療的ケアを必要とする障害のある人や、難病患者に関する施
策を推進します。

2-(4)-1
難病患者の
医療費助成
等

　難病に関する医療の普及を図るとともに、難病患者の医
療費の負担軽減を図るため、医療費助成を行います。
　また、小児慢性特定疾病児童等についても、その家庭の
医療費の負担軽減を図るため、医療費助成を行います。

難病に関する医療の確立、普及を図るとともに、難病患者の医療費の負担軽減を
図るため、医療費助成を行う。［6-(5)-3］

長期にわたり療養を必要とし、及びその生命に危険が及ぶおそれがある疾病で
あって、療養のために多額の費用を要するものに対し、健全育成の観点から、その
疾病にかかっている患児家庭の医療費の負担軽減を図るため、医療費助成を行
う。［6-(5)-4］

　難病に関する医療の普及を図るとともに、難病患者の医
療費の負担軽減を図るため、医療費助成を行います。
　また、小児慢性特定疾病児童等についても、その家庭の
医療費の負担軽減を図るため、医療費助成を行います。

分野２（1/2）



（次期）北九州市障害者計画　基本的な施策一覧 資料３

番号 所管課
（次期）北九州市障害者計画（案）

（令和６年度～１０年度）
内閣府第５次障害者基本計画

（令和５年度～９年度）
（現行）北九州市障害者計画

（平成３０年度～令和５年度）

難病相談
支援セン
ター

子育て支
援課

ー ー ー ー
　難病患者の実態把握、病因・病態の解明、画期的な診断・治療法の開発を推進す
るとともに、診断基準・治療指針の確立及び普及を通じて、難病患者が受ける医療
水準の向上を図るため、幅広い難病の研究を推進する。［6-(5)-1］

2-(4)-2
難病患者等
の在宅療養
の支援推進

　難病患者等に対し、総合的な相談や支援を行うととも
に、在宅療養上の適切な支援を行うことにより、安定した
療養生活の確保と難病患者等及びその家族の生活の質の向
上を図ります。

　難病患者に対し、総合的な相談・支援や地域における受入病院の確保を図るとと
もに、在宅療養上の適切な支援を行うことにより、安定した療養生活の確保と難病
患者及びその家族の生活の質の向上を図る。［6-(5)-2］

　難病患者の療養上、日常生活上での悩みや不安等の解消を図るとともに、難病
患者の様々なニーズに対応したきめ細やかな相談や支援を通じて地域における難
病患者支援対策を実施するため、各種相談支援事業やピアサポート等を行う難病
相談支援センターを中心とし、難病診療連携拠点病院、地方公共団体等の様々な
関係者間での連携を推進し、地域で生活する難病患者の日常生活における相談・
支援や地域交流活動の促進などを行う。［6-(5)-5］

　小児慢性特定疾病児童等においては、幼少期から慢性的な疾病にかかってお
り、長期にわたり療養が必要なことから、社会との接点が希薄になり、社会生活を
行う上での自立が阻害されているため、地域の実情に応じた相談支援等の充実に
より社会生活への自立の促進を図る取組を行う。［6-(5)-6］

　難病患者等に対する障害福祉サービス等の提供に当たっては、障害者総合支援
法の対象疾病の拡大を図っていくとともに、各地方公共団体において、難病等の特
性（病状の変化や進行、福祉ニーズ等）に配慮した円滑な事務が実施されるよう、
理解と協力の促進を図る。［6-(5)-7］［7-(5)-8：再掲］

　小児慢性特定疾病児童等を含めた難病患者等に対し、総
合的な相談や支援を行うとともに、在宅療養上の適切な支
援を行うことにより、安定した療養生活の確保と難病患者
等及びその家族の生活の質の向上を図ります。

分野２（2/2）



（次期）北九州市障害者計画　基本的な施策一覧 資料３

番号 所管課
（次期）北九州市障害者計画（案）

（令和６年度～１０年度）
内閣府第５次障害者基本計画

（令和５年度～９年度）

分野 ３．地域包括ケアシステムの構築（地域生活支援、相談体制の充実） ７．自立した生活の支援・意思決定の推進

基本的な
考え方

　障害のある人が望む暮らしを実現できるよう自らの決定
に基づき、身近な地域で相談支援を受けることのできる体
制を構築します。
　また、障害のある人の地域移行を一層推進し、障害のあ
る人が必要なときに必要な場所で、適切な支援を受けられ
るような取り組みを進めることで、障害の有無にかかわら
ず、市民が相互に人格と個性を尊重し、安全に安心して暮
らすことのできる地域社会の実現を目指します。

　障害者の望む暮らしを実現できるよう自ら意思を決定すること及び表明すること
が困難な障害者に対し、本人の自己決定を尊重する観点から必要な意思決定支
援を行うとともに、障害者が自らの決定に基づき、身近な地域で相談支援を受ける
ことのできる体制を構築する。
　また、障害者の地域移行を一層推進し、障害者が必要なときに必要な場所で、地
域の実情に即した適切な支援を受けられるよう取組を進めることを通じ、障害の有
無にかかわらず、国民が相互に人格と個性を尊重し、安全に安心して暮らすことの
できる地域社会の実現を図る。
　さらに、障害者及び障害のあるこどもが、基本的人権を享有する個人としての尊
厳にふさわしい日常生活又は社会生活を営むことができるよう、在宅サービスの量
的・質的な充実、障害のあるこどもへの支援の充実、障害福祉サービスの質の向
上、アクセシビリティ向上に資する機器の研究開発、障害福祉人材の育成・確保等
に着実に取り組む。〔７：基本的考え方：再掲〕

施策の方向性 （２） 相談支援体制の充実

3-(2)-6
難病患者や
その家族の
支援

　難病患者の療養上、日常生活上での悩みや不安等の解消
を図るとともに、難病患者の様々なニーズに対応したきめ
細やかな相談や支援を通じて地域における難病患者支援対
策を推進するため、北九州市難病相談支援センターを拠点
に、難病患者の相談・支援を行います。
　また、難病患者やその家族が地域で安心して療養生活を
送ることができるよう、患者・家族会等の支援をはじめ、
情報提供や啓発、医療相談会等の取り組みを実施します。

難病相談
支援セン
ター

　難病患者の療養上、日常生活上での悩みや不安等の解消
を図るとともに、難病患者の様々なニーズに対応したきめ
細やかな相談や支援を通じて地域における難病患者支援対
策を推進するため、難病相談支援センターを中心とした関
係機関との連携を強化し、地域で生活する難病患者の日常
生活における相談・支援を行います。
　また、難病患者やその家族が地域で安心して療養生活を
送ることができるよう、患者・家族会等の支援をはじめ、
情報提供や啓発、医療相談会等の取り組みを実施し、地域
交流活動の促進などを行います。

3-(2)-7

北九州市難
病対策地域
協議会の開
催

　難病患者やその家族をはじめ、医療・福祉・就労等の関
係機関、関係団体によって構成する「北九州市難病対策地
域協議会」を開催し、地域における難病患者支援の課題を
共有し、支援体制について協議を行います。

難病相談
支援セン
ター

　難病患者やその家族をはじめ、医療・福祉・就労等の関
係機関、関係団体によって構成する「北九州市難病対策地
域協議会」を開催し、地域における難病患者支援体制に関
する課題について情報を共有し、地域の実情に応じた支援
体制について協議を行います。

（現行）北九州市障害者計画
（平成３０年度～令和５年度）

　障害のある人が、自らが望む場所において日常生活又は社会生活を営
むために必要な支援を受けて、安心して暮らすことのできる地域社会の
実現を目指します。

　難病患者に対し、総合的な相談・支援や地域における受入病院の確保を図るとと
もに、在宅療養上の適切な支援を行うことにより、安定した療養生活の確保と難病
患者及びその家族の生活の質の向上を図る。［6-(5)-2］

　難病患者の療養上、日常生活上での悩みや不安等の解消を図るとともに、難病
患者の様々なニーズに対応したきめ細やかな相談や支援を通じて地域における難
病患者支援対策を実施するため、各種相談支援事業やピアサポート等を行う難病
相談支援センターを中心とし、難病診療連携拠点病院、地方公共団体等の様々な
関係者間での連携を推進し、地域で生活する難病患者の日常生活における相談・
支援や地域交流活動の促進などを行う。［6-(5)-5］

　難病患者の療養上、日常生活上での悩みや不安等の解消を図るとともに、難病
患者の様々なニーズに対応したきめ細やかな相談や支援を通じて地域における難
病患者支援対策を推進するため、難病相談支援センター等により、地域で生活す
る難病患者の日常生活における相談・支援を行う。［7-(2)-6］

分野３（1/1）



（次期）北九州市障害者計画　基本的な施策一覧 資料３

番号 所管課
（次期）北九州市障害者計画（案）

（令和６年度～１０年度）
内閣府第５次障害者基本計画

（令和５年度～９年度）

分野 ５．就労の支援、雇用の促進及び経済的支援の推進 ９．雇用・就業、経済的自立の支援

基本的な
考え方

　障害のある人が地域で質の高い自立した生活を営むため
には就労が重要であるとの考え方の下、働く意欲のある障
害のある人がその適性に応じて能力を十分に発揮すること
ができるよう、多様な就業の機会を確保するとともに、就
労支援の担い手の育成などを図ります。また、一般就労が
困難な人に対しては福祉的就労の底上げにより工賃の水準
の向上を図るなど、総合的な支援を推進します。
　さらに、雇用・就業の促進に関する施策と福祉施策との
適切な組み合わせの下、年金や諸手当の支給、経済的負担
の軽減等により障害のある人に対する経済的支援を推進し
ます。

　障害者が地域で質の高い自立した生活を営むためには就労が重要であるとの考
え方の下、働く意欲のある障害者がその適性に応じて能力を十分に発揮すること
ができるよう、多様な就業の機会を確保するとともに、就労支援の担い手の育成等
を図る。また、一般就労が困難な者に対しては工賃の水準の向上を図るなど、総合
的な支援を推進する。
　さらに、雇用・就業の促進に関する施策と福祉施策との適切な組合せの下、年金
や諸手当の支給、経済的負担の軽減等により障害者の経済的自立を支援する。
〔９：基本的考え方〕

施策の方向性 （３） 障害特性に応じた就労支援

精神保
健・地域
移行推進
課

障害者支
援課

障害福祉
企画課

難病相談
支援セン
ター

　障害のある人、特に精神障害・発達障害のある人や難病
患者が、一般就労に伴う生活面の様々な課題に対応できる
よう、就労支援機関が医療機関等の関係機関と十分な連携
を図りつつ、就業面及び生活面からの一体的な相談支援を
実施します。
　また、事業所や家族との連絡調整等を進め、就労支援の
充実と就労後の定着支援等により雇用拡大と就労定着を促
進します。

　職場内で精神･発達障害のある同僚を見守る精神･発達障害者しごとサポーター
の養成講座を開催するなどにより精神障害に関する事業主等の理解を一層促進
するとともに、精神・発達障害者の特性に応じた支援の充実・強化を通じて、精神
障害者等の雇用拡大と定着促進を図る。その際、精神障害者に対する就労支援に
当たっては、医療機関等と十分な連携を図るほか、発達障害者、難病患者等に対
する専門的な支援の強化を図る。［9-(4)-2］

（現行）北九州市障害者計画
（平成３０年度～令和５年度）

　障害のある人が地域で質の高い自立した生活を営むためには就労が重
要であるとの考え方の下、働く意欲のある障害のある人がその適性に応
じて能力を十分に発揮することができるよう、多様な就業の機会を確保
するとともに、就労支援の担い手の育成などを図ります。また、一般就
労が困難な人に対しては福祉的就労の底上げにより工賃の水準の向上を
図るなど、総合的な支援を推進します。
　さらに、雇用・就業の促進に関する施策と福祉施策との適切な組み合
わせの下、年金や諸手当の支給、経済的負担の軽減等により障害のある
人に対する経済的支援を推進します。

5-(3)-2

就労支援の
充実と就労
後の定着支
援

　障害のある人、特に精神障害・発達障害のある人や難病
患者が、一般就労に伴う生活面の様々な課題に対応できる
よう、就労支援機関が医療機関と連携を図りつつ、就業面
及び生活面からの一体的な相談支援を実施します。
　また、事業所や家族との連絡調整等を進め、就労支援の
充実と就労後の定着支援等により雇用拡大と就労定着を促
進します。

分野５（1/1）
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番号 所管課
（次期）北九州市障害者計画（案）

（令和６年度～１０年度）
内閣府第５次障害者基本計画

（令和５年度～９年度）

分野 １１．広報・啓発の推進（障害のある人に対する理解の促進） 総論部分５．施策の円滑な推進

基本的な
考え方

　障害のある人と障害のない人が、お互いに障害の有無に
とらわれることなく、支え合いながら社会で共に暮らして
いくことが日常となるように、障害や障害のある人、その
障害特性や必要な配慮等に関する理解を促進し、「心のバ
リアフリー」を推進します。

　障害者施策は幅広い国民の理解を得ながら進めていくことが重要であり、行政
はもとより、企業、民間団体、マスメディア等の多様な主体との連携による幅広い
広報・啓発活動を計画的かつ効果的に推進する。その際、効果的な情報提供や、
国民の意見の反映に努めるとともに、障害当事者以外に対する訴求も重要である
ことに留意する。〔（２）②理解促進等に当たり配慮する事項〕

施策の方向性 （２） 障害及び障害のある人に対する理解の促進

障害福祉
企画課

精神保
健・地域
移行推進
課

精神保健
福祉セン
ター

地域リハ
ビリテー
ション推
進課

難病相談
支援セン
ター

認知症支
援・介護
予防セン
ター

（現行）北九州市障害者計画
（平成３０年度～令和５年度）

　障害のある人と障害のない人が、お互いに障害の有無にとらわれるこ
となく、支え合いながら社会で共に暮らしていくことが日常となるよう
に、障害や障害のある人、その障害特性や必要な配慮等に関する理解を
促進し、「心のバリアフリー」を推進します。

11-(2)-2

障害特性や
必要な配慮
等に関する
市民の理解
の促進

　知的障害、精神障害、発達障害、難病、高次脳機能障
害、若年性認知症、盲ろう、重症心身障害その他の重複障
害等、より一層の市民の理解が必要な障害や、外見からは
分かりにくい障害について、その障害特性や必要な配慮等
に関する市民の理解の促進を図ります。

　知的障害、精神障害、発達障害、難病、高次脳機能障
害、若年性認知症、盲ろう、重症心身障害その他の重複障
害等、より一層の市民の理解が必要な障害や、外見からは
分かりにくい障害について、その障害特性や必要な配慮等
に関する市民の理解の促進を図ります。

　知的障害、精神障害、発達障害、難病、高次脳機能障害、盲ろう、重症心身障害
その他の重複障害など、より一層の国民の理解が必要な障害や、外見からは分か
りにくい障害について、その障害特性や必要な配慮等に関する理解の促進を図る。
〔（２）①重点的に理解促進等を図る事項〕

分野１１（1/1）


